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北陸地方建設事業推進協議会 

平成 26 年度「建 設 技 術 報 告 会」開催のご案内 
 

平成 26 年度「建設技術報告会」は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁

及び民間の建設会社において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研

究開発技術の普及を図ることを目的に開催するものです。 

本報告会は、今回で１９回目となり、昨年は５００名を越える行政・民間の技術者の方々が聴講

されました。 

今年も、皆様方の多数のご参加をお待ちしています。 

なお、本報告会はＣＰＤ（継続教育）プログラムおよびＣＰＤＳ（継続学習制度）学習プログラムの登録を予定

しています。 

 

■開催日時 

平成２６年 ９月２５日（木） ９時３０分～１６時３０分  

受  付    ９時００分～ 

開 会 式    ９時３０分～ ９時４０分 第 1会場〔３階メインホール〕 

基調講演    ９時４０分～１０時４０分 第 1会場〔３階メインホール〕 

         「北陸地方の塩害及び ASR による劣化事例から学ぶ社会インフラの長寿命化対策」 

        金沢大学 理工研究域 環境デザイン学系 教授 鳥居 和之 

技術報告   １０時５０分～１６時１０分 第 1会場〔３階メインホール〕 

                     第２会場〔２階多目的会議室〕 

閉 会 式   １６時２０分～１６時３０分 第 1会場〔３階メインホール〕 

■開催場所 

富山国際会議場（ 大手 町 フ ォー ラ ム）  

住 所：〒930-0084 富山市大手町 1 番 2 号 

電 話：０７６－４２４－５９３１ 

駐車場：富山国際会議場地下駐車場 

◆駐車台数 125 台 

・営業時間：24 時間 

・料金： 1 時間まで   300 円 

以降 30 分ごと 100 円 

 
《交通アクセス》 

◆ＪＲ富山駅利用 

・バス：約 5分「城址公園前」下車 徒歩 3分 

・徒歩：城址大通りを南へ約 15 分 

・市内電車（セントラム）：約 7 分「国際会議場前」         

下車 

◆自動車利用 

北陸自動車道 富山 IC  より約１０分 

北陸自動車道 富山西 IC  より約２０分 

 
◆新潟空港利用 

・タクシーで約２０分 

・バス（空港連絡バス）：約 25 分「総曲輪（そうがわ）」下車 徒歩 2 分 

 

詳細は富山国際会議場のホームページをご覧下さい。（ http://www.ticc.co.jp/ ） 
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■主 催 

北陸地方建設事業推進協議会 平成 26 年度「建設技術報告会」実行委員会 

・北陸地方整備局・新潟県・富山県・石川県・新潟市・東日本高速道路(株)新潟支社 

・中日本高速道路(株)金沢支社・(一社)日本建設業連合会北陸支部 

・(一社)日本道路建設業協会北陸支部・(一社)新潟県建設業協会・(一社)富山県建設業協会 

・(一社)石川県建設業協会・(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

・(一社)日本建設機械施工協会北陸支部・北陸土木コンクリート製品技術協会 

・(一社)プレストレスト･コンクリート建設業協会北陸支部・北陸ＰＣ防雪技術協会 

・(一社)新潟県融雪技術協会・(一財)新潟県建設技術センター・北陸地質調査業協会 

・(一社)日本埋立浚渫協会北陸支部・(一社)北陸地域づくり協会 

・(一社)日本橋梁建設協会北陸事務所 

■技術報告等 

下記の７テーマにそって、３６技術の報告を予定しています。 

①社会資本の的確な維持管理･更新 

（維持管理、長寿命化、更新に関する新技術 等） 

②雪に強い地域づくり 

（克雪対策、冬期道路交通の安全確保･安全性に関する新技術 等） 

③良いものを安く 

（生産性向上、コスト縮減、省力化に関する新技術 等） 

④自然災害からの安全確保 

（危機管理、土石流などの防災に関する新技術 等） 

⑤環境の保全と創造 

（建設副産物、リサイクル、省エネルギー、再生可能エネルギーに関する新技術 等） 

⑥ゆとりと福祉 

（情報化、バリアフリーに関する新技術 等） 

⑦その他 

（上記①～⑥に属さない新技術 等） 

 

○その他展示コーナー〔３階ホワイエ〕－メインホール前－ 

(1)パネル等展示コーナー 

民間企業等で開発された新技術･新工法などをポスターセッション方式でパネル・パン

フレット及び模型により紹介します。 

＊２９技術の展示を予定します。 

 
プログラム（発表時間割等）及び報告論文を北陸地方整備局北陸技術事務所のホームページ 

（ＵＲＬ：http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/）に掲載しますのでご利用ください。 

なお、本報告会当日に報告論文の配布はいたしませんので、各位においてご準備ください。 

 
■ＣＰＤ および ＣＰＤＳ 

本報告会（基調講演含む）は、建設系ＣＰＤ協議会によるＣＰＤ（継続教育）および社団法人全国土木施工管

理技士会連合会のＣＰＤＳ（継続学習制度）プログラムの認定講習を予定しています。 

受講証明を希望される方は聴講申し込み時に、ＣＰＤまたはＣＰＤＳの「単位の申請希望」欄に希望有無を書

き添えて下さい。 

なお、受講証明書の発行は本報告会当日の受講を完了した方とさせていただきます。 

 

 

http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/
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■聴講費 

無 料 

■聴講申込期限 

平成２６年 ８月２９日（金）  必着 

 

■申し込み・問い合わせ先 

北陸地方建設事業推進協議会 平成２６年度「建設技術報告会」実行委員会事務局 

国土交通省 北陸地方整備局 北陸技術事務所内   

担当：技術情報管理官【新技術】，施工調査･技術活用課 技術活用係長 

 

〒９５０－１１０１ 新潟市西区山田２３１０番地５ 

TEL：０２５－２３１－１２８１（代表）  FAX：０２５－２３１－１２８３ 

E-mail：hokugi-info@hrr.mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/ 

 

※申込み方法は、電子メールを基本とさせていただきます。 

 なお、メールの件名記入欄については、下記の条件で記載ください。 

  

 ◆ 件名記入欄の記載方法 

  【報告会申込み】○○○○ ← 会社等名 

 

mailto:hokugi-info@hrr.mlit.go.jp
http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/


（別紙－2） 
 

平成２６年度｢建設技術報告会｣ 聴講申込書 

 

Ｅ-Ｍail：hokugi-info@hrr.mlit.go.jp 
 
北陸地方建設事業推進協議会 
平成２６年度｢建設技術報告会｣実行委員会事務局 
（国土交通省 北陸地方整備局 北陸技術事務所内） 
担当：施工調査・技術活用課 技術活用係長 行き 
 

機関・会社名など  

送信者 氏名               ＴＥＬ 

 

部署・課など 氏  名 希望会場 
１又は２ 

CPD 
申請希望 

CPDS 
申請希望 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

計          名 名 名 

注） 各会場の人数把握のため、聴講希望会場を第１会場又は第 2 会場のいずれかを記入して下さい。（途中の出入

りは自由です） 

   本報告会は CPD 及び CPDS の学習プログラム認定講習を予定しています。単位申請を希望される方は「CPD
または CPDS 申請希望」欄のいずれかに○を付けて下さい。（CPD と CPDS 両方の同時申請は出来ません。） 
なお、受講証明書の発行は本報告会当日の受講を完了した方とさせていただきます。 
本申込書に記入された個人情報は、本報告会以外の目的での使用は一切致しません。 
また、報告技術論文については、以下の「建設技術報告会」ホームページに掲載（８月中旬予定）いたしますの

で、各位でダウンロードしてご利用下さい。 

 

 URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/news/houkokukai/index.htm  

mailto:hokugi-info@hrr.mlit.go.jp
http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/news/houkokukai/index.htm


（
別
紙
－
3
）

9
:3

0
～

9
:4

0
開

会
挨

拶
小

口
　

 浩
北

陸
地

方
整

備
局

　
企

画
部

長

9
:4

0
～

1
0
:4

0
鳥

居
　

和
之

金
沢

大
学

　
理

工
研

究
域

　
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

系
　

教
授

1
0
:4

0
～

1
0
:5

0
（
聴

講
者

移
動

・
会

場
整

理
）

1
0
:4

0
～

1
0
:5

0
（
聴

講
者

移
動

）

▼
技

術
報

告
▼

技
術

報
告

1
1
0
:5

0
～

1
1
:0

4
①

老
朽

化
し

た
道

路
橋

点
検

に
関

す
る

地
方

公
共

団
体

支
援

に
つ

い
て

若
月

　
大

北
陸

地
方

整
備

局
　

北
陸

技
術

事
務

所
1

1
0
:5

0
～

1
1
:0

4
④

建
設

機
械

に
よ

る
無

人
化

・
自

律
施

工
片

山
　

三
郎

大
成

建
設

(株
)　

技
術

セ
ン

タ
ー

　
土

木
技

術
開

発
部

　
先

端
技

術
開

発
室

2
1
1
:0

4
～

1
1
:1

8
①

め
っ

き
下

地
と

金
属

溶
射

を
用

い
た

二
重

防
錆

ボ
ル

ト
大

野
　

克
紀

川
田

工
業

(株
)　

北
陸

事
業

部
 富

山
工

場
2

1
1
:0

4
～

1
1
:1

8
④

開
放

型
耐

震
補

強
工

法
　

S
M

IC
工

法
稲

田
　

誠
名

工
建

設
(株

)　
建

築
本

部
　

建
築

技
術

部
　

S
M

IC
事

業
課

3
1
1
:1

8
～

1
1
:3

2
①

わ
だ

ち
掘

れ
抑

制
対

策
と

し
て

の
遮

熱
性

舗
装

適
用

例
高

畑
　

浩
二

Ｎ
ＩＰ

Ｐ
Ｏ

(株
)　

北
信

越
支

店
　

技
術

グ
ル

ー
プ

3
1
1
:1

8
～

1
1
:3

2
④

一
般

県
道

清
水

小
滝

谷
線

道
路

災
害

復
旧

事
業

に
つ

い
て

清
水

　
隆

生
富

山
県

　
土

木
部

　
建

築
住

宅
課

　
景

観
係

4
1
1
:1

8
～

1
1
:4

6
①

ネ
プ

ラ
ス

工
法

高
橋

　
和

義
高

橋
土

建
(株

)　
ネ

プ
ラ

ス
事

業
部

4
1
1
:1

8
～

1
1
:4

6
④

バ
ル

ー
ン

グ
ラ

ウ
ト

工
法

大
野

　
康

年
東

亜
建

設
工

業
(株

) 
土

木
事

業
本

部
　

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
事

業
部

防
災

事
業

室

5
1
1
:4

6
～

1
2
:0

0
①

重
交

通
な

ど
に

対
応

し
た

路
面

維
持

工
法

S
T
リ
ペ

ア
コ

ー
ト

片
山

 潤
之

介
世

紀
東

急
工

業
(株

)　
技

術
部

5
1
1
:4

6
～

1
2
:0

0
④

没
水

型
港

内
長

周
期

波
対

策
構

造
物

松
本

　
朗

(株
)不

動
テ

ト
ラ

　
ブ

ロ
ッ
ク

環
境

事
業

本
部

　
総

合
技

術
研

究
所

1
2
:0

0
～

1
3
:0

0
休

憩
（
昼

食
）

1
2
:0

0
～

1
3
:0

0
休

憩
（
昼

食
）

6
1
3
:0

0
～

1
3
:1

4
①

F
P

R
防

護
板

を
用

い
た

橋
梁

の
防

食
技

術
山

下
　

修
平

宮
地

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
(株

)　
橋

梁
事

業
本

部
　

計
画

部
　

計
画

G
6

1
3
:0

0
～

1
3
:1

4
④

下
新

川
海

岸
の

水
防

警
報

発
令

判
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
良

に
つ

い
て

北
川

　
正

良
北

陸
地

方
整

備
局

　
黒

部
河

川
事

務
所

7
1
3
:1

4
～

1
3
:2

8
①

コ
ン

ク
リ
ー

ト
舗

装
上

の
オ

ー
バ

ー
レ

イ
層

に
適

用
し

た
リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
ク

ラ
ッ
ク

の
発

生
を

抑
制

す
る

舗
装

紺
野

　
路

登
大

成
ロ

テ
ッ
ク

(株
)　

技
術

研
究

所
7

1
3
:1

4
～

1
3
:2

8
④

厳
し

い
施

工
条

件
下

で
も

対
応

可
能

な
液

状
化

対
策

技
術

－
S
A

V
E
-
S
P

工
法

－
高

山
　

英
作

(株
)不

動
テ

ト
ラ

　
北

関
東

支
店

　
研

究
室

8
1
3
:2

8
1
3
:4

2
①

中
島

閘
門

放
水

路
水

門
補

修
工

事
に

つ
い

て
伊

藤
　

彰
規

富
山

県
　

富
山

土
木

セ
ン

タ
ー

　
施

設
管

理
課

　
道

路
施

設
班

8
1
3
:2

8
1
3
:4

2
⑤

ト
ン

ネ
ル

発
破

低
周

波
音

抑
制

技
術

「
ブ

ラ
ス

ト
ウ

ェ
イ

ブ
・
イ

ー
タ

ー
（
Ｂ

Ｗ
Ｅ

）
」

西
村

　
晋

一
清

水
建

設
(株

)　
土

木
技

術
本

部
 技

術
開

発
部

9
1
3
:2

8
～

1
3
:5

6
①

空
港

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
お

け
る

接
着

剤
塗

布
型

付
着

オ
ー

バ
レ

イ
工

法
に

適
応

さ
せ

た
接

着
剤

塗
布

機
械

の
開

発
と

施
工

報
告

に
つ

い
て

伊
藤

　
清

志
鹿

島
道

路
(株

)　
生

産
技

術
本

部
　

技
術

部
9

1
3
:2

8
～

1
3
:5

6
⑤

樹
脂

固
定

に
よ

る
制

振
軌

道
の

施
工

事
例

と
供

用
性

の
評

価
関

　
　

 賢
治

日
本

道
路

(株
)　

営
業

本
部

　
技

術
営

業
部

1
0

1
3
:5

6
～

1
4
:1

0
①

伸
縮

式
ス

ト
ラ

ッ
ト

工
法

吉
原

　
到

あ
お

み
建

設
(株

)　
土

木
本

部
　

技
術

開
発

部
1
0

1
3
:5

6
～

1
4
:1

0
⑤

泥
土

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
　

ボ
ン

テ
ラ

ン
工

法
橋

本
　

和
義

(株
)宮

地
組

1
4
:1

0
～

1
4
:2

0
休

憩
1
4
:1

0
～

1
4
:2

0
休

憩

1
1

1
4
:2

0
～

1
4
:3

4
①

コ
ン

ク
リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
器

の
改

良
開

発
に

つ
い

て
（
Ｗ

／
Ｃ

ミ
ー

タ
Ｍ

Ｔ
－

４
０

０
）

市
村

　
浩

二
(一

社
)北

陸
地

域
づ

く
り

協
会

　
技

術
部

　
事

業
調

査
室

1
1

1
4
:2

0
～

1
4
:3

4
⑦

伏
木

富
山

港
（
新

湊
地

区
）
臨

港
道

路
東

西
線

（
新

湊
大

橋
）
の

ケ
ー

ブ
ル

振
動

対
策

に
つ

い
て

清
水

　
美

代
北

陸
地

方
整

備
局

　
新

潟
港

湾
空

港
技

術
調

査
事

務
所

1
2

1
4
:3

4
～

1
4
:4

8
①

乾
式

吹
付

耐
震

補
強

工
法

鈴
木

　
健

史
第

一
建

設
工

業
(株

)　
土

木
本

部
　

コ
ン

ク
リ
ー

ト
事

業
部

1
2

1
4
:3

4
～

1
4
:4

8
⑦

シ
ェ
ル

型
浸

透
固

化
処

理
工

法
秋

本
　

哲
平

五
洋

建
設

(株
)　

技
術

研
究

所

1
3

1
4
:4

8
～

1
5
:0

2
①

水
平

締
固

め
に

よ
る

廃
棄

物
処

分
場

 延
命

化
技

術
『
Ｔ

Ｌ
Ｔ

工
法

』
本

間
　

義
信

(株
)本

間
組

　
土

木
事

業
本

部
　

技
術

部
1
3

1
4
:4

8
～

1
5
:0

2
⑦

超
高

強
度

繊
維

補
強

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

よ
る

場
所

打
ち

で
の

道
路

橋
の

施
工

川
崎

　
文

義
鹿

島
建

設
(株

)　
北

陸
支

店
　

小
滝

川
橋

梁
工

事
事

務
所

1
4

1
5
:0

2
～

1
5
:1

6
①

老
朽

化
吹

付
法

面
を

再
構

築
す

る
ニ

ュ
ー

レ
ス

プ
工

法
の

概
要

と
適

用
事

例
(仮

称
)

中
山

　
守

人
日

特
建

設
(株

)　
技

術
本

部
1
4

1
5
:0

2
～

1
5
:1

6
⑦

Ａ
ｐ
_ｐ

ａ
ｓ
ｓ
工

法
（
大

型
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ア

ー
チ

カ
ル

バ
ー

ト
）

波
形

　
武

晴
日

本
サ

ミ
コ

ン
(株

)　
工

務
部

1
5

1
5
:1

6
～

1
5
:3

0
①

空
中

放
射

音
波

に
よ

る
遠

距
離

非
破

壊
検

査
技

術
/
N

C
A

I法
歌

川
　

紀
之

佐
藤

工
業

(株
)　

技
術

研
究

所
1
5

1
5
:1

6
～

1
5
:3

0
②

フ
ル

・
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
ン

・
ベ

ー
ブ

（
F
F
P

）
追

跡
調

査
結

果
に

つ
い

て
濱

崎
　

あ
い

み
(株

)ガ
イ

ア
ー

ト
Ｔ

・
Ｋ

　
東

北
支

店
　

工
事

部

1
6

1
5
:3

0
～

1
5
:4

4
①

長
距

離
圧

送
を

実
現

し
た

高
強

度
モ

ル
タ

ル
吹

付
キ

ロ
・
フ

ケ
ー

ル
工

法
概

要
と

適
用

事
例

(仮
称

)
細

　
 　

光
洋

日
特

建
設

(株
)　

北
陸

支
店

1
6

1
5
:3

0
～

1
5
:4

4
②

粗
面

型
ゴ

ム
粒

子
入

り
凍

結
抑

制
舗

装
「
ア

イ
ス

ト
ッ
パ

ー
」

澤
田

　
修

平
大

林
道

路
(株

)　
技

術
研

究
所

1
7

1
5
:4

4
～

1
5
:5

8
③

ト
ン

ネ
ル

専
用

側
溝

細
野

　
義

則
(株

)ア
ド

ヴ
ァ
ン

ス
　

製
品

開
発

推
進

部
1
7

1
5
:4

4
～

1
5
:5

8
②

雪
道

で
役

立
つ

様
々

な
舗

装
技

術
佐

藤
　

慶
彦

福
田

道
路

(株
)　

技
術

研
究

所

1
8

1
5
:5

8
～

1
6
:1

2
③

二
重

壁
構

造
を

持
つ

ジ
オ

テ
キ

ス
タ

イ
ル

補
強

土
壁

「
ア

デ
ム

ウ
ォ

ー
ル

」
の

塩
害

対
策

辻
　

慎
一

朗
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
二

重
壁

補
強

土
壁

工
法

検
討

委
員

会
（
ア

デ
ム

ウ
ォ

ー
ル

協
会

）
1
8

1
5
:5

8
～

1
6
:1

2
②

地
中

熱
利

用
ヒ

ー
ト

パ
イ

プ
融

雪
工

法
の

施
工

事
例

大
橋

　
勝

人
(株

)興
和

　
水

工
部

1
6
:1

2
～

1
6
:2

2
休

憩
（
会

場
整

理
）

1
6
:1

2
～

1
6
:2

2
休

憩
（
第

1
会

場
〔
メ

イ
ン

ホ
ー

ル
〕
に

移
動

）

▼
閉

会
式

1
6
:2

2
～

1
6
:3

2
総

評
・
閉

会
挨

拶
今

野
　

和
則

「
平

成
2
6
年

度
建

設
技

術
報

告
会

」
実

行
委

員
長

（
北

陸
地

方
整

備
局

　
北

陸
技

術
事

務
所

長
）

▼
C

P
D

・
C

P
D

S

1
6
:4

0
～

1
7
:0

0
受

講
証

明
書

の
発

行
（
C

P
D

／
C

P
D

S
受

付
に

て
Ｃ

Ｐ
Ｄ

ま
た

は
Ｃ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
の

受
講

証
明

書
を

発
行

し
ま

す
）

第 Ⅲ グ ル ー プ第 Ⅱ グ ル ー プ 第 Ⅳ グ ル ー プ

第 Ⅱ グ ル ー プ

「
北

陸
地

方
の

塩
害

及
び

A
S
R

に
よ

る
劣

化
事

例
か

ら
学

ぶ
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

長
寿

命
化

対
策

」

北
陸

地
方

建
設

事
業

推
進

協
議

会
　

平
成

2
6

年
度

「
建

設
技

術
報

告
会

」
 プ

ロ
グ

ラ
ム

▼
開

会
式

▼
基

調
講

演

第 Ⅰ グ ル ー プ

第
２

会
場

〔
多

目
的

会
議

室
2

0
1

･
2

0
2

･
2

0
3

：
2

階
〕

第
１

会
場

〔
メ

イ
ン

ホ
ー

ル
：

３
階

〕

第 Ⅰ グ ル ー プ

③
－
「
良
い
も
の
を
安
く
」
　
　
　
　
④
－
「
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
確
保
」
　
　
　
⑤
－
「
環
境
の
保
全
と
創
造
」

①
－
「
社
会
資
本
の
的
確
な
維
持
管
理
・
更
新
」
　
　
　
　
②
－
「
雪
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

⑥
－
「
ゆ
と
り
と
福
祉
」
　
　
　
　
　
⑦
－
「
そ
の
他
」

第 Ⅲ グ ル ー プ 第 Ⅳ グ ル ー プ

報
告
テ
ー
マ


